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令和５年10月号もくじ ・・・ P1 附馬牛のみなさんの地域力に感謝！（附馬牛町）／P2 世界アルツハイマーデー記念イベント2023
／P3 シリーズ福祉行政の今⑩「もう一つとの世界とのつながり」／P4 見いつけた！ 地域のお宝 ー遠野東中学校区編ー

▼
ど
う
伝
え
る
？
熱
中
症
予
防

今
年
も
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
連
日
の

よ
う
に
発
表
さ
れ
る
長
く
暑
い
日
々
が
続
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
訪
問
先
や
戸
外
作
業

に
汗
を
流
し
て
い
る
方
に
声
が
け
や
体
調
確

認
な
ど
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
「
今
ま
で

大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
」
と
関
心
を
示
さ
な
い

方
も
多
く
、
熱
中
症
予
防
の
啓
発
方
法
に
つ

い
て
悩
ん
で
お
り
ま
し
た
。

▼
思
い
切
っ
て
声
を
か
け
て
み
る…

あ
る
日
、
商
店
で
買
い
物
中
の
地
域
の
方

と
店
主
さ
ん
が
談
笑
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
、

地
域
の
力
を
借
り
ら
れ
る
か
も
と
思
い
、
地

域
の
商
店
に
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
附
馬
牛
町
内
に
は
、
長
年
に
わ
た
っ

て
地
域
の
方
々
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
店
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
店
は
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
、
単
に
買
い
物
を
す
る
場
所

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
居
心
地
の
い
い
居
場

所
や
見
守
り
と
い
っ
た
機
能
を
担
っ
て
い
る
、

非
常
に
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
店
の
ご
理
解
の
も
と
、
来
店

し
た
方
々
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
、
熱

中
症
予
防
対
策
の
啓
発
に
大
き
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
附
馬
牛
町
の
「
地
域
力
」
に
感

謝
し
た
夏
で
し
た
。

附
馬
牛
の
み
な
さ
ん
の
地
域
力
に
感
謝
！

丸
ご
と
相
談
員
附
馬
牛
地
区

菊
池

静
子

第16号
令和５年10月号

＜藤川商店＞

「毎日暑いね！」と額に汗しながら草刈り

機械を軽トラックの荷台に乗せ給油に来

るお客さんもいました。給油中に水分補給

の大切さや、農作業の時間帯を選び体に

負担とならないように声がけをしました。

＜おきも商店＞

毎朝大きなヤカンで麦茶を作って冷蔵庫で冷やし

ています。お店に来るお客さんはお年寄りが多いの

で「救急車で運ばれないように気をつけよう！」と

麦茶を手渡し、熱中症予防の声がけをしました。

＜鳥屋部商店＞

商売をはじめて、長くお付き合いしている地域の方々

も多い。毎日来るお客さんが顔を出さない時は、「ど

うしたのかな？体の調子でも悪いのか？」と地域の

見守りの場や配達を頼まれた先では、安否確認の

役割もはたし熱中症対策の声がけしました。

＜小玉商店＞
今年の夏は救急車が来るたびに「誰だろう…？」
「熱中症かな？」と気になり心配しました。お店
に来るお客さんだけではなく、修理や工事に
出向いた先でも「水分摂れよ！」と熱中症へ
気をつけるよう従業員一同声がけをしてきました。

声かけプロジェクト
in 附馬牛



2

▼
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
と
は

毎
年
九
月
二
十
一
日
を
、
国
際
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）

が
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
共

同
で
一
九
九
四
年
に
「
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と
制
定
し
た
の
が

始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、
認
知
症
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
世
界
の
患

者
と
家
族
に
援
助
と
希
望
を
も
た
ら

す
事
を
目
的
と
し
て
、
認
知
症
に
関

す
る
啓
発
活
動
が
各
地
で
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

遠
野
市
で
も
昨
年
に
引
き
続
き
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
名
演
技
！

認
知
症
劇
上
演
！

遠
野
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
ぴ
あ

一
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
に
て
、
遠
野
物

語
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
制
作
委
員
会
に
よ
る

「
認
知
症
劇
」
を
上
演
、
十
五
分
の
公
演

を
三
回
行
い
、
来
場
者
へ
認
知
症
の
症
状

や
接
し
方
な
ど
を
演
技
で
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
マ
ス
ク
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
等
を
配
り
な
が
ら
認
知
症
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
、
市
内
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
及
び
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
資
料
展
示
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
活
動
紹
介
、
認
知
機
能
チ
ェ
ッ

ク
体
験
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
認

知
症
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
め

が
ね
橋
（
宮
守
川
橋
り
ょ
う
）
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
認
知
症
の
人
と
と
も
に
歩
む

市
で
は
、
認
知
症
の
特
性
や
症
状
の
特

徴
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
認
知
症

へ
の
恐
れ
や
発
見
、
差
別
を
な
く
し
、
認

知
症
が
あ
っ
て
も
、
尊
厳
と
希
望
を
失
う

こ
と
な
く
、
家
族
や
友
人
、
ご
近
所
た
ち

と
一
緒
に
、
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
目
指
し
て
、
ご
家
族
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
が
つ
な
が
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
認
知
症
の
人
を
支
え
る
人
と

し
て
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
で
ん
わ
〇
一
九
八―

六
二―

五
一
一
二
）

認知症支援のシンボルカラーが
“オレンジ”なワケ

認知症のシンボルカラーであるオレンジ色は、江戸時代に活躍した

陶工、酒井田柿右衛門が造った赤絵磁器から来ています。夕暮れ

の柿の深くて豊かな柿色を苦心の末再現した赤絵は大いに世界を

驚かせ、日本の磁器が世界に輸出されるきっかけになったそうです。

そうしたところから日本から世界に広く知れ渡ることを願って、柿の色

＝オレンジ色がイメージカラーになりました。

「
」

《認知症劇Story》
遠野のとある長屋に暮らしている、七兵衛とその息子家族

の松吉とお菊、孫のお里。長年、一家の大黒柱だった七兵衛

でしたが、近頃様子が変わってきてしまいました。認知症の

七兵衛と息子家族がもたらす日常生活の中での奮闘。七兵衛

は住み慣れた家で、自分らしく、人生の最後まで幸せに暮ら

し続けることが出来るのか、という内容で「財布がない！」、

「家に帰りたい」、「元気がない」の三つの物語を上演しま
した。

めがね橋ライトアップ

毎年9月21日は、世界アルツハイマーデーであることを皆さんご存

じでしたか？この日は普段から認知症の人を介護している家族の

方、介護の事業所のスタッフ、地域包括支援センターの職員らが

一体となって、認知症に関する啓発活動を行っています。

９月21日から10月１日の間、道の駅みやもり緑地広場
にて、めがね橋（宮守川橋りょう）を認知症支援のシ
ンボルカラーである「オレンジ色」にライトアップし
ました。

出張！オレンジカフェ



時代区分 Web1.0 Web2.0 Web3.0

時期
1990年代～
2000年代後半

2000年代後半
～2010年代

2020年代～

情報の流れ

一方的
（ホームページを
中心とした情報
発信）

双方向
（SNSを中心と
した情報共有）

分散型
（分散管理により
情報が偏らない）

機器 パソコン パソコン、スマホ
PC、スマホ、VR
ゴーグル

サ―ビス
ホームページ
電子メール

SNS（ソーシャル
ネットワークシス
テム）

NFT、DAOなど
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シリーズ福祉行政の今⑩

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
が
普
及
し
て
約
三
〇
年
ほ

ど
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
今
や
目
ま
ぐ
る
し
い
進
化

を
遂
げ
て
い
る
昨
今
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
で
き
な
い

人
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
誰
も
が
利
用

で
き
る
、
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
は
発
信
さ
れ
た
情
報
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
も
う
一
つ
の
空
間
で
人
と
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
今
回
は
、
も
う
一
つ

の
世
界
で
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
き
ま
す
。

▼
デ
ジ
タ
ル
空
間
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
事
例

十
月
二
日
（
月
）
、
丸
ご
と
相
談
員
を
始
め

と
す
る
相
談
業
務
に
携
わ
る
職
員
を
対
象
と
し

た
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
義
と
し
て
、
「
デ
ジ
タ
ル
空
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
事
例
」
と
題
し
、
市
文

化
課
の
前
川
副
主
幹
よ
り
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
時
代
の
移
り
変
わ
り
、
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
の
活
用
、
③
メ

タ
バ
ー
ス
で
の
交
流
事
例
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
）
の
活
用

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
代
表
的
な
も
の
は
、LI

NE

（
ラ
イ

ン
）
、Fac

ebo
ok

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
り
、
一
つ
の
サ
ー
ビ

ス
を
介
し
て
利
用
者
が
双
方
向
で
や
り
と
り
が

が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
活
用
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

新
た
な
利
用
者
と
出
会
う
と
い
う
機
会
も
あ
る

よ
う
で
す
し
、
一
方
で
遠
野
市
立
博
物
館
で
は
、

Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
の
利
用
を
二
〇
二
〇
年

七
月
か
ら
開
始
し
、
定
期
的
に
遠
野
の
日
常
風

景
や
博
物
館
に
係
る
情
報
を
発
信
、
今
や
約
四

万
人
も
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
（
投
稿
を
見
て
い
る
人

の
数
）
を
抱
え
、
そ
の
数
は
市
町
村
設
置
の
博

物
館
の
中
で
は
日
本
一
！
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
で

入
場
者
の
増
加
、
遠
野
に
興
味
を
持
つ
若
年
層

の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
も
う
一
つ
の
世
界
で
人
と
つ
な
が
る

空
間
（
居
場
所
）
が
あ
る

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
メ
タ
バ
ー
ス
と
は
、

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
技
術
で
作

ら
れ
た
仮
想
空
間
の
こ
と
で
す
。
そ
の
空
間
で

は
、
ア
バ
タ
ー
（
分
身
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
を

使
っ
て
活
動
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

病
気
や
障
が
い
、
年
齢
、
性
差
な
ど
に
関
係

な
く
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
と
い
っ
て

も
、
旅
行
や
音
楽
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り
、
趣
味
、

思
考
が
同
じ
人
と
話
し
た
り
、
学
ん
だ
り
と
様
々
。

民
間
企
業
、
行
政
で
も
活
用
事
例
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
利
用
者
自
身
に
と
っ
て
は
都
合
の

い
い
と
こ
ろ
に
も
な
り
、
会
い
た
く
な
い
人
に

は
会
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
容
易
で
あ
る
の
で
、

簡
単
に
「
分
断
」
が
生
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

現
実
の
社
会
で
、
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
感
じ

て
い
る
人
が
「
も
う
一
つ
」
の
世
界
で
、
人
と

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

インターネット時代の移り変わり

～デジタル空間のコミュニケーションとその事例～小説朗読と妖怪講座

民話絵本読み聞かせ

岩手県民集会

※メタバース画像は講師から提供を受けています。



日々の生活の中の当たり前の支え合いや行事・習慣などを、
私たちの「我がごと・丸ごと目線」で『地域のお宝』として紹介しています。

【 土淵町 】
地域のとある畑の一角。ひさしの下のベンチ横にピンクのシルバー

カーがあれば、持ち主のいる目印です。目印に気付いたら、ちょっ

とした茶話会が始まります。話の内容は様々で、野菜の出来や、

次の地域の集まりのことなど様々です。「声をかけられると

嬉しいよ」と笑顔でお話されている様子に、こちらもほっ

こりとした気持ちになりました。本人たちにとっては当た

り前なのかもしれませんが、とても素敵でさり気ない地域

のコミュニケーションの場を教えていただきました。

【 青笹町 】
秋の全国交通安全運動に合わせ、青笹町内で交通安全街

頭指導が実施されました。青笹町地域安全協会の皆さんの

ほか、地域住民の方の協力もあり、「おはようございまー

す！」と元気に挨拶をする小学生たちを見守りながら交通

安全を呼びかけていました。

青笹町では、交通安全指導のほかにも、様々な団体により

地域の子どもを育む取り組みが行われています。

【 上郷町 】
ふれあいホーム上郷の周辺環境整備で草刈り作業を行っ

ている様子です。

猛暑の中にもかかわらず、上郷町内在住の男性が作業に

協力してくれました。これからも地域内の様々な課題に対

して、みなさんが活躍できる場を作りつつ、地域一丸となっ

て課題の解決に取り組んでいきたいと思います。

『声掛けられるとうれしいよ』

『暑い中おつかれさまでした』

ー 遠野東中学校区編 ー

『子供をはぐくむ地域の取組み』
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